






無職者と非正規雇用者が加入者の
大半を占めています。

その他
自営業
15.9％

非正規雇用者

32.7％
無 職

44.8％

平成３０年の制度改革において、財政支援の拡充により国保の財政基盤強化が図ら

れましたが、依然として構造的な問題を抱えていることから、今後も厳しい財政状況

が続くことが予想されます。

国保（市町村）における
一人当たり保険給付費と平均年齢の推移一人当たり保険料負担率の比較

国保（市町村）世帯主の職業構成 国保（市町村）被保険者の年齢構成

（注）すべて厚生労働省資料をもとに作成。

86万円（一世帯当たり133万円）
159万円（一世帯当たり260万円）
227万円（一世帯当たり400万円）

【参考】
加入者一人当たり平均所得（令和元年度）
・国保（市町村）
・協会けんぽ
・健保組合

（令和2年9月末現在）（令和元年度）

（令和元年度）

※一人当たり負担率 ＝ 一人当たり平均保険料（税）一人当たり平均所得

後期高齢者医療制度
協会けんぽ 健保組合
国保（市町村）

共済組合

※被保険者数については、各年度末現在のものを利用
保険給付費 平均年齢
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他の医療保険に比べ、前期
高齢者（65～74歳）の加入
割合が高くなっています。

他の医療保険に比べ負担
が重くなっています。

5.8％

農林水産業
2.3％

その他
4.3％
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高齢化等に伴い一人
当たり保険給付費が
伸びています。

0～9歳
3.9％

10～
19歳

20～
29歳

30～39歳
7.9％
40～49歳
10.9％

50～59歳
11.7％60～64歳

9.2％

6.7％
5.1％

65～69歳

18.7％

70～74歳

25.9％

54.054.0
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